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－
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ご
あ
い
さ
 
つ
 
 

会
長
 
 

私
は
昏
に
な
る
と
必
す
S
h
e
〓
e
y
の
三
T
O
 
a
 
 

S
k
y
－
a
r
k
‡
を
吟
唱
し
た
く
な
り
ま
す
。
そ
の
 
 

時
。
O
d
e
 
t
O
t
F
e
W
e
s
t
W
i
n
d
．
．
に
も
あ
り
 
 

ま
す
よ
う
に
、
地
下
に
ち
ち
み
こ
ん
で
い
た
木
 
 

の
根
、
枝
に
ね
ば
っ
て
い
た
新
芽
が
、
忍
従
苦
 
 

難
を
克
服
し
て
、
待
望
の
昏
の
い
ぷ
き
に
再
生
 
 

し
て
く
る
勇
ま
し
い
気
磯
を
感
じ
な
い
で
は
お
 
 

ら
れ
ま
せ
ん
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
漱
石
の
『
草
枕
】
に
も
あ
り
ま
す
 
 

よ
う
に
、
こ
の
『
ひ
ば
り
に
寄
す
る
詩
』
の
一
 
 

節
が
 
 

し
り
 
 

前
を
見
て
は
後
へ
を
見
て
は
 
 

も
の
ぽ
し
 
 

物
欲
し
と
、
あ
こ
が
る
る
か
な
わ
れ
 
 

腹
か
ら
の
笑
ひ
と
い
へ
ど
 
 

苦
し
み
の
、
そ
こ
に
あ
る
べ
し
。
 
 

う
つ
く
し
き
極
み
の
歌
に
悲
し
さ
の
 
 

お
も
ひ
こ
・
ヽ
 
 

極
み
の
愚
、
諮
る
と
ぞ
知
れ
。
 
 
 

と
い
う
訳
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
 
 

▲
エ
り
ほ
し
 
 

「
物
欲
と
あ
こ
が
る
る
か
な
わ
れ
」
の
膜
文
が
 
 

A
n
d
 
p
i
n
巾
f
O
r
 
W
’
a
t
i
s
n
O
t
．
で
あ
り
ま
す
 
 

が
、
こ
れ
は
物
質
的
な
も
の
で
は
な
く
て
こ
の
 
 

世
に
は
実
在
し
な
い
も
の
l
霊
的
な
も
の
 
 

1
永
遠
性
な
も
の
を
あ
こ
が
れ
る
と
解
す
ペ
 
 

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
す
か
ら
、
詩
文
 
 

に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
「
星
に
惰
れ
る
蛾
の
欲
 
 

ゎ
し
た
 
 

望
」
で
あ
り
、
「
朝
に
億
れ
る
夜
の
欲
望
」
と
い
 
 
 

山
 
浦
 
拓
 
追
 
 
 

う
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
星
は
天
空
に
あ
る
も
の
 
 

で
、
蛾
 
－
 
つ
ま
り
地
上
の
人
間
の
手
の
届
か
 
 

な
い
存
在
で
あ
り
ま
す
。
だ
が
上
昇
と
追
及
の
 
 

連
続
、
無
休
の
飛
翔
以
外
に
ひ
ば
り
の
生
き
る
 
 

遺
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
空
の
世
界
で
あ
る
 
 

か
ら
、
現
実
的
に
は
そ
の
理
想
に
到
達
す
る
こ
 
 

と
ば
不
可
能
で
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
我
々
の
 
 

悲
し
み
の
世
界
か
ら
轟
か
に
速
い
何
物
か
に
 
 

憤
れ
る
熱
望
の
連
続
で
す
が
、
こ
の
感
懐
は
 
 

S
h
史
－
e
y
の
す
ペ
て
の
歌
の
中
に
活
か
さ
れ
て
 
 

お
り
ま
す
。
し
か
も
彼
の
憶
れ
は
〓
野
間
人
間
 
 

的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
新
し
い
生
命
の
中
に
 
 

お
ど
る
恍
惚
へ
の
憤
れ
に
外
な
り
ま
せ
ん
。
そ
 
 

し
て
S
h
e
－
訂
y
の
魂
全
体
の
ス
リ
ル
な
し
に
 
 

は
生
き
て
ゆ
け
な
い
も
の
 
－
 
人
間
と
い
う
こ
 
 

と
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
ひ
私
に
は
こ
の
情
熱
 
 

が
欠
け
て
い
る
の
で
S
h
已
－
薫
に
筍
か
れ
る
 
 

の
で
し
ょ
う
。
 
 
 

さ
て
時
は
春
、
万
物
の
成
長
の
初
夏
で
あ
り
 
 

ま
す
。
し
か
し
私
達
は
「
右
廠
左
肺
し
て
物
欲
 
 

し
い
顧
ば
か
り
し
て
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
 
 

っ
し
く
ら
に
向
っ
て
上
昇
を
続
け
て
止
ま
な
い
 
 

追
及
着
で
あ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
 
 

さ
て
皆
様
も
こ
存
知
の
よ
う
に
最
近
r
請
雌
 
 

・
比
較
文
化
し
と
い
う
大
冊
も
の
が
出
版
さ
れ
 
 

ま
し
た
。
こ
れ
は
比
較
文
化
の
広
い
分
野
や
研
 
 

究
方
法
を
示
唆
す
る
も
の
と
倍
じ
ま
す
。
ま
た
 
 

最
近
『
月
刊
ハ
ー
デ
ィ
協
会
ニ
ュ
ー
ス
」
一
〓
 
 

九
八
〇
・
四
・
一
〇
）
に
載
っ
て
い
る
ク
新
入
 
 

会
員
か
ら
の
一
首
〃
の
コ
ラ
ム
の
中
で
、
理
工
 
 

学
専
攻
の
新
会
員
が
「
ハ
ー
デ
ィ
の
善
く
態
度
 
 

に
は
科
学
の
方
法
と
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
」
 
 

と
述
べ
、
「
小
説
r
テ
ス
』
の
運
命
親
を
、
数
 
 

字
に
お
け
る
写
像
の
概
念
で
説
明
し
て
み
た
 
 

い
」
と
あ
り
ま
し
た
が
、
当
然
の
提
言
か
も
知
 
 

れ
ま
せ
ん
。
私
達
は
従
来
余
り
に
も
多
く
運
命
 
 

級
・
宿
命
論
に
支
配
さ
れ
、
あ
る
い
は
シ
ョ
ベ
 
 

ン
ハ
ワ
ー
の
哲
学
観
一
辺
倒
で
は
な
か
っ
た
で
 
 

し
ょ
う
か
。
と
存
知
の
よ
う
に
ハ
ー
デ
ィ
は
元
 
 

来
が
建
築
家
で
す
か
ら
、
彼
の
作
品
は
建
築
学
 
 

的
に
構
成
さ
れ
、
当
然
数
理
的
な
根
底
が
あ
る
 
 

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 
 
 

型
に
は
ま
ら
な
い
で
、
比
較
文
化
研
究
の
新
 
 

分
野
を
開
拓
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
 
 

（
一
九
八
〇
・
五
二
）
 
 

第
二
何
年
次
大
会
が
六
月
七
日
（
土
）
午
後
一
 
 

時
よ
り
、
「
え
び
す
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
 
（
福
 
 

島
市
曽
根
田
町
一
〇
－
六
）
で
開
催
ざ
れ
る
。
 
 

次
 
 
第
 
 

「
 
総
会
 
 

ニ
、
研
究
発
表
 
 

1
 
日
本
訴
的
観
点
か
ら
見
た
英
語
教
育
法
 
 

楼
の
聖
母
短
期
大
学
 
斎
藤
栄
二
 
 

東
北
比
較
文
化
学
会
大
全
集
内
 
 

『
香
華
は
猶
で
あ
る
』
に
お
け
る
「
遊
 
 
 

司
会
 
芳
‡
 
馨
 
 



福
島
県
立
医
科
大
学
に
就
任
し
て
、
も
う
二
 
 

年
以
上
た
っ
た
。
そ
の
間
、
自
動
車
で
郡
山
や
 
 

仙
台
へ
毎
週
の
よ
う
に
出
向
く
。
国
道
四
号
緑
 
 

や
高
速
道
路
で
あ
る
。
車
を
運
臆
し
な
が
ら
最
 
 

近
は
つ
ぎ
の
情
景
に
気
付
く
。
片
道
〓
車
槻
以
 
 

上
の
道
路
を
走
っ
て
い
る
と
き
、
追
越
車
線
が
 
 

す
ー
つ
と
空
い
て
い
る
の
に
、
誰
も
追
い
越
し
 
 

び
」
の
問
題
 
山
形
大
学
 
飯
島
武
久
 
 
 

3
 
騎
馬
打
毯
と
ポ
ロ
 
 

弘
前
大
学
 
岩
岡
捷
麻
 
 

三
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 
「
比
較
文
化
に
お
け
る
 
 
 

司
 
 
会
 
稚
野
正
之
 
 
 

賭
柏
」
 
 

1
 
文
学
に
お
け
る
「
比
較
」
と
い
う
間
組
 
 

山
形
大
学
工
業
短
期
大
学
部
 
 
早
川
正
信
 
 
 

2
 
文
化
の
申
の
相
称
と
非
相
称
（
左
右
性
 
 

を
含
む
）
福
島
県
立
医
科
大
学
 
森
一
 
 
 

8
 
文
化
に
お
け
る
音
調
 
 

弘
前
大
学
医
療
毎
期
大
学
部
 
 
西
村
楢
巳
 
 

四
、
溝
漬
 
恐
怖
の
ロ
ン
ド
ン
塔
－
イ
ギ
リ
ス
 
 
 

国
民
性
を
の
ぞ
く
1
 
 

弘
前
学
院
大
学
 
山
浦
抑
造
 
 

五
、
懇
親
会
 
 

心
の
ゆ
と
り
と
文
化
 
 

「
東
北
比
較
文
化
学
会
」
の
 
 

発
足
に
あ
た
っ
て
 
 

芳
 
賀
 
 

せ
す
列
を
な
し
て
ゆ
っ
く
り
運
転
し
て
い
る
の
 
 

で
あ
る
。
せ
か
せ
か
追
い
越
し
て
も
、
目
的
地
 
 

に
着
く
時
刻
は
大
し
て
変
ら
な
い
と
い
う
こ
と
 
 

を
、
日
本
の
運
転
者
も
経
験
的
に
よ
く
織
っ
て
 
 

き
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
 
 

本
人
の
自
動
車
年
令
も
や
っ
と
欧
米
な
み
に
な
 
 

っ
て
き
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
 
 
 

私
が
自
動
車
を
運
臆
し
始
め
た
の
が
椙
勅
三
 
 

十
七
年
頃
、
弘
前
大
学
文
理
学
部
講
師
の
時
期
 
 

で
あ
る
。
当
時
、
弘
前
市
内
は
ど
こ
で
も
駐
車
 
 

で
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
十
年
く
ら
い
、
 
 

自
動
車
は
早
く
走
ら
な
け
れ
ば
損
だ
と
日
本
人
 
 

は
考
え
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
更
に
十
年
以
上
、
 
 

自
動
車
環
境
も
変
っ
た
が
、
日
本
人
の
意
級
鹿
 
 

追
も
実
に
大
変
な
変
革
を
と
け
た
も
の
で
あ
 
 

る
。
 
 
 

弘
大
赴
任
当
時
、
弘
大
に
は
英
語
教
師
は
七
 
 

名
し
か
い
な
か
っ
た
。
そ
の
誰
一
人
と
し
て
、
 
 

海
外
留
学
の
経
験
は
な
か
っ
た
。
現
在
、
弘
大
 
 

の
英
帝
教
師
は
外
人
英
群
数
師
を
含
め
て
十
七
 
 

名
、
そ
の
三
分
の
二
が
海
外
生
活
経
験
者
で
あ
 
 

る
。
人
文
学
部
助
教
授
・
渡
辺
淳
一
氏
は
パ
キ
 
 

ス
タ
ン
に
赴
き
日
本
評
教
育
を
し
て
い
る
。
教
 
 

養
部
助
教
授
・
山
本
博
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
 
 

で
日
本
文
化
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
医
療
短
 
 

大
教
授
・
内
村
消
巳
氏
は
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
 
 

で
日
本
文
化
を
讃
す
る
た
め
六
月
末
に
渡
米
す
 
 

る
。
い
す
れ
も
、
外
国
人
を
対
象
に
、
英
謂
 
 

で
、
日
本
語
・
日
本
文
化
を
教
授
す
る
の
で
あ
 
 

る
。
ま
さ
に
、
肺
世
の
感
で
あ
る
。
一
方
、
教
 
 

養
部
助
教
授
・
太
田
敏
雄
氏
は
、
今
編
集
し
て
 
 

い
る
テ
キ
ス
ト
、
パ
デ
ィ
・
チ
ャ
イ
エ
フ
ス
キ
 
 

の
「
プ
リ
ン
タ
ズ
・
メ
ジ
ャ
 
（
植
字
工
気
質
）
」
 
 

に
関
し
て
、
仕
事
の
当
初
か
ら
作
家
と
直
接
文
 
 

通
し
、
ア
メ
リ
カ
餌
胎
入
の
情
報
を
括
用
し
て
 
 

い
る
。
 
 
 

海
外
と
日
本
、
海
外
と
東
北
の
文
化
的
交
流
 
 

が
、
今
日
で
は
、
背
部
東
衰
を
経
由
せ
す
に
直
 
 

通
で
き
る
ほ
ど
、
海
外
と
の
距
離
が
ち
ち
ま
っ
 
 

た
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
の
例
は
、
私
の
友
人
の
な
か
の
、
ほ
ん
 
 

の
数
例
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
友
人
の
 
 

力
が
結
集
し
て
、
東
北
比
較
文
化
学
会
 
 

T
O
h
O
k
u
 
A
班
O
C
i
a
t
i
O
n
 
O
f
 
C
O
m
p
買
ぇ
i
扁
 
 

C
u
－
t
u
r
e
（
略
称
T
A
C
C
）
が
発
足
し
よ
う
 
 

と
し
て
い
る
。
 
 
 

単
一
民
族
、
単
一
音
調
の
日
本
人
が
海
外
文
 
 

化
に
接
す
る
こ
と
自
体
が
、
カ
ル
チ
ェ
ヲ
ル
・
 
 

イ
ン
パ
タ
ツ
C
u
－
t
u
r
a
〓
m
p
a
c
t
s
 
の
間
組
 
 

と
し
て
研
究
の
対
象
に
な
る
が
、
そ
の
逆
の
ケ
 
 

ー
ス
も
同
様
で
あ
る
。
ま
た
人
間
が
成
長
し
、
 
 

イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
ー
n
i
t
i
a
t
i
O
n
の
札
洗
を
 
 

受
け
る
と
き
に
は
、
同
一
文
化
の
な
か
で
も
こ
 
 

の
稀
の
問
題
が
存
在
す
る
は
す
で
あ
る
。
つ
ま
 
 

り
、
人
間
は
物
事
を
認
識
す
る
際
に
、
常
に
比
 
 

較
文
化
的
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
も
の
な
の
で
 
 

あ
る
と
私
は
考
え
る
。
 
 
 

明
治
以
来
、
日
本
人
は
欧
米
文
化
を
吸
収
す
 
 

る
こ
と
に
汲
々
と
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、
近
年
 
 

は
、
追
越
車
線
が
空
い
て
い
て
も
あ
く
せ
く
す
 
 

る
必
要
が
な
く
な
っ
て
き
た
。
物
質
文
明
の
高
 
 

度
の
進
展
の
た
め
、
日
本
人
自
ら
が
日
本
文
化
 
 

を
ふ
り
か
え
る
余
裕
が
で
き
て
き
た
し
、
心
の
 
 

ゆ
と
り
が
諸
文
化
活
動
へ
の
参
加
を
可
由
に
 
 

「
バ
デ
ィ
■
チ
エ
イ
ワ
ス
キ
論
」
 
 
 

出
版
さ
る
 
 

東
北
比
較
文
化
学
会
で
は
本
年
四
月
、
芳
賀
 
 

馨
拒
「
パ
デ
ィ
・
チ
ェ
イ
エ
フ
ス
キ
論
」
を
出
 
 

版
し
た
。
目
次
を
示
す
と
 
 

太
田
敬
鮭
「
才
d
d
y
C
h
a
y
e
f
算
y
‥
人
と
作
品
 
 

」
、
佐
藤
窺
知
「
『
a
d
d
y
C
h
a
y
e
f
s
k
y
の
テ
 
 

レ
ビ
ド
ラ
マ
に
つ
い
て
」
、
佐
藤
幸
正
「
↓
F
e
 
 

B
i
g
－
翳
a
1
．
．
と
■
．
勺
r
i
n
t
電
、
∽
M
e
詮
u
r
q
．
に
 
 
 

し
、
さ
ら
に
は
、
日
本
文
化
の
海
外
紹
介
へ
の
 
 

ス
プ
リ
ン
グ
・
ボ
ー
ド
に
も
な
っ
て
き
た
の
で
 
 

あ
る
。
 
 
 

「
文
学
と
映
像
」
 
「
日
本
文
学
翻
訳
作
品
研
 
 

究
」
 
「
日
本
文
化
の
海
外
紹
介
」
 
「
オ
ー
ス
ト
 
 

ラ
リ
ヤ
研
究
」
 
「
台
湾
研
究
」
 
「
郷
土
研
究
」
 
 

等
々
各
分
野
の
研
究
者
が
協
力
し
て
開
発
す
べ
 
 

き
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
数
々
を
「
東
北
比
較
文
化
 
 

学
会
準
備
会
」
は
既
に
準
備
し
て
い
る
し
、
ま
 
 

た
興
味
深
い
テ
ー
マ
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
に
 
 

な
ろ
う
。
 
 
 

発
足
当
初
は
一
部
の
人
々
に
冷
た
い
白
い
眼
 
 

で
み
ら
れ
て
い
た
「
青
森
県
ア
メ
リ
カ
学
会
（
 
 

A
A
S
A
）
」
が
、
数
年
を
経
た
今
日
、
白
眼
 
 

視
し
た
人
々
を
嘲
笑
す
る
が
如
き
高
嶺
と
化
し
 
 

た
如
く
、
東
北
比
較
文
化
学
会
に
結
集
し
た
若
 
 

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
着
実
に
発
展
す
る
こ
と
を
 
 

祈
念
し
て
稿
を
閉
じ
た
い
と
思
う
。
 
 

〔
福
▲
県
立
医
科
大
学
教
攫
・
外
国
語
す
座
〕
 
 

5
4
年
6
月
中
旬
「
陸
奥
新
報
」
 
 



蛎
 
 
閏
 
 
 

感
田
 
 

会
 
 
長
 
 

副
金
二
艮
 
 

理
 
 
事
 
 
 

山
本
 
 

お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
、
町
屋
 
 

昌
明
「
↓
F
e
 
M
O
t
F
e
r
に
お
け
る
母
と
娘
の
 
 

関
係
に
つ
い
て
」
、
芳
賀
盤
「
現
代
ア
メ
リ
カ
 
 

演
劇
と
C
b
a
y
e
f
s
k
y
」
、
引
地
岳
鮭
「
P
r
i
宇
 
 

t
e
r
▼
s
 
M
e
a
s
u
r
e
の
語
法
」
 
 
 

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
出
版
目
的
と
す
る
と
 
 

こ
ろ
は
、
病
者
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
「
 
 

パ
デ
ィ
・
チ
ェ
イ
エ
フ
ス
キ
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
 
 

…
 
 

マ
P
r
i
n
t
e
r
．
s
 
M
e
a
s
u
r
e
（
「
印
刷
工
気
質
」
）
 
 

（
開
文
社
出
版
）
を
、
大
学
教
養
誕
程
用
の
テ
 
 

キ
ス
ト
と
し
て
出
版
す
る
運
び
と
な
っ
た
の
を
 
 

機
に
、
チ
エ
イ
エ
フ
ス
キ
の
作
家
・
作
品
論
を
 
 

ま
と
め
た
の
が
こ
の
「
パ
デ
ィ
・
チ
ェ
イ
エ
フ
 
 

ス
キ
給
」
で
あ
る
。
学
生
が
自
主
的
に
テ
キ
ス
 
 

ト
を
よ
り
よ
く
理
解
し
う
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
 
 

配
慮
か
ら
こ
の
小
冊
子
を
編
肇
し
た
つ
も
り
で
 
 

あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ェ
イ
エ
フ
ス
キ
ー
 
 

研
究
者
に
は
欠
か
せ
な
い
資
料
を
提
供
す
る
も
 
 

の
で
あ
り
、
日
本
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の
論
文
 
 

壕
で
あ
る
。
学
会
で
は
希
望
者
に
送
料
共
八
〇
 
 

〇
円
で
頗
布
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
亭
拷
 
 

屈
ま
で
問
い
合
わ
せ
願
い
た
い
。
 
 

会
 
長
 
名
 
簿
 
 

鱒  稔  

斧飯 花 山 辻富  
田 島 田 浦  田  

陳
、
 
 

武
久
、
 
 

好
雄
、
 
 

（
敬
称
略
）
 
 

望
、
石
川
 
茂
雄
 
 

義
人
 
 

拓
造
 
 

吉須 芳  
沢 田 賓  

丑こ 秀  
七 や馨   

本
会
に
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
会
費
（
一
 
 

般
金
員
年
額
千
円
、
学
生
会
貝
年
額
五
百
円
、
 
 

賛
助
金
貞
年
額
一
口
一
万
円
）
を
事
務
局
宛
に
 
 

御
納
入
下
さ
い
。
そ
の
際
、
住
所
・
氏
名
・
電
 
 

結
・
効
抒
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
 
 

‡
北
比
較
文
化
学
会
（
T
A
C
C
）
会
則
 
 

】
 
名
称
 
本
会
は
東
北
比
較
文
化
学
会
 
 
 

（
T
O
F
O
k
u
 
A
s
s
O
C
i
a
t
i
O
n
 
O
f
C
O
ヨ
習
T
 
 
 

a
t
i
扁
C
亡
－
t
弓
e
）
と
称
す
る
。
本
会
は
事
務
 
 
 

局
を
弘
前
市
稔
町
十
三
－
一
弘
前
学
院
大
 
 
 

学
英
米
文
学
科
・
佐
藤
研
究
室
（
電
話
〇
一
 
 
 

七
二
－
三
田
－
五
二
】
一
内
縁
七
≡
）
に
置
 
 
 

監
 
 
事
 
 

事
務
局
長
 
 

夢
滞
局
員
 
 
 

小
林
 
 

会
 
 
員
 
 
 

丸
山
 
 
 

鍋
島
 
 
 

柴
原
 
 
 

安
田
 
 
 

潤
沢
 
 
 

小
関
 
 
 

千
葉
 
 
 

芳
貿
 
 
 

饅
島
 
 
 

治
水
 
 
 

小
笠
原
 
 

西
村
 
構
巳
、
 
 

太
田
 
敏
雄
、
 
 

岩
岡
悠
紀
子
 
 

俊
蔵
、
 
 

茂
、
 
 

髄
正
、
 
 
 

卸
、
 
 
 

稔
、
 
 

敬
久
、
 
 

正
光
、
 
 

滋
男
、
 
 

繁
＃
、
 
 

秀
範
、
 
 
 

明
、
 
 
正
 
 

嶋
田
 
裕
司
、
 
 

新
谷
武
四
郎
、
 
 

米
沢
 
 
紀
、
 
 

葛
西
 
柘
次
、
 
 

坂
本
 
道
賦
、
 
 

須
々
田
浩
子
、
 
 

田
中
 
玲
子
、
 
 

早
川
 
正
信
、
 
 

宇
野
 
 

佐
藤
 
 

森
 
 

西
村
 
 

佐
藤
 
 

佐
藤
 
 

椎
野
 
 

黄
 
 

三
保
 
 

一
、
 
 

酒
巳
 
 

患
和
、
 
 

事
正
、
 
 

正
之
、
 
 

文
雄
、
 
 

忠
夫
、
 
 

秀
夫
、
佐
藤
 
憲
和
 
 

幸
正
、
小
林
 
俊
哉
 
 

奈
良
岡
 
保
 
 

太
田
 
敏
雄
 
 

岩
岡
悠
紀
子
 
 

石
堂
 
哲
也
 
 

藤
原
 
療
作
 
 

金
子
一
郎
 
 

町
屋
 
昌
明
 
 

高
橋
 
 
理
 
 

宮
腰
 
武
助
 
 

岩
岡
 
豊
朕
 
 

滝
口
 
秀
子
 
 

西
村
 
剛
光
 
 

田
中
 
 
清
 
 

朕
坐
 
千
明
 
 

く
。
 
 

〓
 
目
的
 
本
会
は
諸
文
化
の
比
較
研
究
を
促
 
 
 

進
し
、
学
術
の
発
展
・
文
化
の
交
流
に
資
す
 
 
 

る
と
共
に
、
会
員
用
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
 
 
 

を
目
的
と
す
る
。
 
 

三
 
事
業
 
本
会
は
上
菰
の
目
的
を
達
成
す
る
 
 
 

た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。
 
 
 

イ
 
大
会
（
年
一
回
）
 
 
 

口
 
金
貝
の
個
人
研
究
又
は
共
同
研
究
の
促
 
 

進
・
援
助
 
 
 

ハ
 
金
紙
の
発
行
 
 
 

二
 
会
員
名
簿
の
発
行
 
 
 

ホ
 
そ
の
他
 
 

四
 
組
織
 
 
 

イ
 
会
員
 
本
会
は
本
金
の
趣
旨
に
賛
同
す
 
 

る
人
々
を
以
て
組
給
す
る
。
会
員
は
一
 
 

般
会
員
・
学
生
会
貝
・
賛
助
金
負
か
ら
 
 

成
る
。
 
 
 

ロ
 
役
員
 
本
会
に
次
の
役
員
を
置
く
。
役
 
 

員
の
任
期
は
二
年
と
す
る
。
但
し
再
任
 
 

を
妨
げ
な
い
。
会
長
一
名
 
副
会
長
若
 
 

干
名
 
理
事
若
干
名
 
監
事
〓
名
 
 
 

ハ
 
事
務
局
 
本
会
に
事
務
局
を
置
く
。
率
 
 

拷
局
長
一
名
 
革
帯
局
員
若
干
名
 
 
 

二
 
顧
問
 
本
会
に
願
聞
を
置
く
こ
と
が
で
 
 

き
る
。
 
 

五
 
機
関
 
 
 

イ
 
総
会
 
毎
年
一
回
、
大
会
と
同
時
に
開
 
 

催
す
る
。
総
会
に
お
い
て
は
役
員
の
選
 
 

出
そ
の
他
重
要
事
項
を
蕃
裁
決
定
す
 
 

る
。
 
 
 

ロ
役
員
会
 
必
要
に
応
じ
て
会
長
が
召
集
 
 

し
会
務
全
般
を
処
理
す
る
。
 
 
 

ハ
 
監
事
 
本
会
の
会
計
を
監
査
し
、
総
会
 
 

に
報
告
す
る
。
 
 

六
 
会
計
 
会
費
は
一
般
会
員
年
額
千
円
、
学
 
 
 

生
会
艮
年
額
五
百
円
と
し
、
賛
助
会
員
年
額
 
 

一
口
（
一
万
円
）
以
上
と
す
る
。
 
 

七
 
会
肘
 
本
会
の
会
計
年
皮
は
毎
年
四
月
一
 
 
 

日
に
始
ま
り
、
翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
 
 
 

る
。
 
 

入
 
会
刷
 
会
則
の
変
更
は
、
総
会
出
席
者
の
 
 
 

三
分
の
二
以
上
の
賛
成
を
必
要
と
す
る
。
 
 
 

附
則
 
本
会
則
は
一
九
七
九
年
六
月
十
六
日
 
 

よ
り
施
行
す
る
。
 
 

T
A
C
C
行
書
記
録
 
 
 

○
第
一
同
学
会
設
立
準
備
委
員
金
〔
5
4
・
2
・
 
 
 

1
0
（
土
）
〕
於
弘
前
学
院
大
学
会
慮
室
 
 
 

議
題
 
 
 

一
撃
会
設
立
の
趣
旨
及
び
経
過
説
明
 
 

二
 
学
会
名
称
及
び
会
則
に
つ
い
て
 
 

三
 
役
員
人
事
に
関
し
て
 
 

四
 
当
初
の
連
館
資
金
に
つ
い
て
 
 

五
 
学
会
員
募
集
に
つ
い
て
 
 

六
 
そ
の
他
 
 

出
席
者
（
花
田
隆
・
芳
賀
馨
・
宇
野
秀
夫
・
太
 
 

田
敬
鮭
・
小
林
俊
哉
・
佐
藤
憑
和
・
岩
岡
悠
紀
 
 

子
・
佐
藤
幸
正
）
 
 

○
第
二
回
学
会
設
立
準
備
委
貝
会
〔
5
4
・
3
・
 
 
 

3
1
（
土
）
〕
於
弘
前
大
学
 
 
 

議
艦
 
 

】
 
東
北
比
較
文
化
学
会
設
立
大
会
に
つ
 
 
 



い
て
 
 

二
 
研
究
発
表
に
つ
い
て
 
 
 

≡
 
学
会
設
立
大
会
の
案
内
状
の
件
 
 

四
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
相
介
に
つ
い
て
 
 

出
席
者
（
花
田
隆
・
芳
賀
壷
・
西
村
清
巳
・
宇
 
 

野
秀
夫
・
佐
藤
憲
和
・
小
林
俊
哉
・
佐
藤
蒋
正
）
 
 

○
第
三
回
学
会
設
立
捏
備
委
員
会
〔
5
4
・
5
・
 
 
 

3
（
土
）
於
弘
前
学
院
会
議
車
 
 
 

議
艦
 
 
 

一
総
会
の
研
究
発
表
者
に
つ
い
て
 
 

〓
 
会
川
一
部
変
更
・
修
正
に
つ
い
て
 
 

三
 
案
内
状
作
成
 
 

五
 
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
紹
介
 
 
 

六
 
学
会
員
近
況
報
告
 
 

出
席
者
（
花
田
隆
・
芳
賀
宰
・
西
村
清
巳
・
宇
 
 

野
秀
夫
・
吉
沢
荘
七
・
佐
藤
愚
和
・
太
田
敏
雄
 
 

・
岩
岡
悠
紀
子
・
佐
藤
幸
正
）
 
 

O
「
東
北
比
較
文
化
学
会
（
T
A
C
C
）
」
 
 

設
立
総
会
〔
5
4
・
6
・
1
6
（
土
）
〕
於
弘
前
学
院
 
 
 

大
学
会
議
室
 
 
 

総
会
で
は
花
田
隆
氏
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
 
 

学
会
設
立
経
過
報
告
（
佐
藤
（
宰
）
）
、
会
則
説
 
 

明
（
太
田
）
、
役
員
選
出
（
佐
藤
（
憑
）
）
と
い
 
 

う
順
序
で
会
が
運
ば
れ
、
最
後
に
会
長
に
代
っ
 
 

て
花
田
副
会
長
の
挨
拶
で
終
っ
た
。
総
会
に
ひ
 
 

き
続
き
次
の
研
究
発
表
が
行
わ
れ
た
。
 
 

研
究
発
表
（
敬
称
略
）
 
 

町
屋
自
明
 
W
≡
i
a
m
 
W
O
r
d
s
w
O
r
t
F
 
 
 

L
y
r
i
c
a
l
 
B
a
－
－
a
d
s
の
．
．
P
r
e
f
a
c
e
；
 
（
司
 
 
 

会
 
宇
野
秀
夫
）
 
 
 

小
林
俊
哉
 
P
r
i
n
t
e
r
．
s
 
M
e
a
s
u
r
e
を
め
 
 
 

く
っ
て
（
司
会
 
石
堂
哲
也
）
 
 
 

森
 
一
五
十
音
の
分
布
を
歴
史
的
に
 
 
 

探
る
（
司
会
 
椎
野
正
之
）
 
 
 

早
川
正
信
 
r
路
傍
の
石
』
に
お
け
る
命
 
 
 

名
法
に
つ
い
て
（
司
会
 
推
野
正
之
）
 
 
 

敷
島
武
久
 
日
本
文
学
の
国
際
化
と
英
讃
 
 
 

教
師
の
役
割
（
司
会
 
芳
賀
塵
）
 
 
 

な
お
、
記
念
講
演
に
は
山
浦
桁
道
民
の
「
近
 
 

世
イ
ギ
リ
ス
金
融
制
度
の
確
立
－
劇
r
ベ
ニ
ス
 
 

の
商
人
b
と
絡
ん
で
－
が
予
定
さ
れ
て
い
た
 
 

が
、
山
浦
教
授
御
柄
気
の
た
め
、
花
田
教
授
が
 
 

一
部
代
読
し
た
。
懇
親
会
は
〓
玉
名
の
参
加
を
 
 

得
て
「
大
門
」
で
開
催
さ
れ
、
記
念
写
真
を
と
 
 

っ
て
散
会
と
し
た
。
 
 

○
山
本
博
氏
朝
帰
報
告
会
〔
5
4
・
7
・
1
4
（
土
）
 
 
 

〕
於
白
銀
学
園
専
門
学
校
 
 
 

弘
前
大
学
の
山
本
氏
が
、
こ
の
度
一
年
近
く
 
 

の
米
国
で
の
リ
サ
ー
チ
を
終
え
、
帰
国
さ
れ
ま
 
 

し
た
の
で
、
青
森
県
ア
メ
リ
カ
学
会
と
の
共
催
 
 

に
よ
る
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。
 
 

○
西
村
清
巳
氏
帰
朝
報
告
会
〔
5
4
・
9
・
8
（
土
）
 
 
 

〕
於
弘
前
学
院
金
歳
宅
 
 
 

弘
前
大
学
医
療
技
術
毎
期
大
学
の
西
村
氏
が
 
 

こ
の
度
、
ア
メ
リ
カ
で
の
講
義
を
終
え
て
、
帰
 
 

国
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
学
会
と
の
共
 
 

催
で
第
一
図
例
会
を
兼
ね
た
報
告
会
が
行
わ
れ
 
 

た
。
 
 

文
化
比
較
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
 
 

西
 
村
 
清
 
巳
 
 

東
北
で
亀
有
数
の
夏
祭
り
に
、
津
軽
の
ネ
ブ
 
 

タ
が
あ
る
。
 
 
 

八
月
上
旬
、
祭
り
の
時
期
に
な
る
と
、
ヲ
ジ
 
 

オ
、
テ
レ
ビ
は
一
様
に
ネ
ブ
タ
の
読
み
方
に
触
 
 

れ
る
。
「
青
森
で
は
ネ
ブ
タ
、
弘
前
で
は
ネ
ブ
 
 

タ
と
い
う
」
と
い
う
俗
説
で
あ
る
。
 
 
 

豪
華
削
爛
た
る
背
森
の
人
形
ネ
ブ
タ
と
、
情
 
 

緒
槻
綿
た
る
弘
前
の
扇
ネ
ブ
タ
に
は
、
確
か
に
 
 

異
質
な
も
の
が
あ
る
。
従
っ
て
、
ネ
ブ
タ
V
S
 
 

ネ
ブ
タ
説
も
、
冗
談
半
分
の
ト
ピ
ッ
ク
と
し
て
 
 

は
面
白
く
聞
け
た
。
し
か
し
、
ア
ナ
ウ
ノ
サ
ー
 
 

が
あ
ま
り
克
顔
で
「
青
森
ネ
ブ
タ
、
弘
前
ネ
ブ
 
 

タ
」
と
説
く
の
を
聞
く
と
、
宵
を
ひ
ね
ら
ざ
る
 
 

を
得
な
い
。
 
 
 

あ
り
て
い
は
、
青
森
、
弘
前
と
も
、
ネ
ン
ブ
 
 

タ
と
い
う
音
に
近
い
。
 
 
 

文
化
の
比
較
に
際
し
て
心
す
べ
き
は
、
こ
の
 
 

よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

輿
文
化
の
中
で
も
、
我
々
に
比
較
的
よ
く
知
 
 

ら
れ
て
い
る
欝
の
ア
メ
リ
カ
に
関
し
て
も
、
こ
 
 

の
穐
の
虚
像
は
多
い
。
ア
メ
リ
カ
の
人
種
間
趨
 
 

と
い
う
と
、
其
っ
先
に
黒
人
を
連
想
す
る
。
確
 
 

か
に
黒
人
間
魔
の
ア
メ
リ
カ
に
落
と
す
影
は
大
 
 

き
い
。
し
か
し
、
人
種
間
題
イ
コ
ー
ル
黒
人
間
 
 

越
で
は
な
い
。
 
 
 

ア
メ
リ
カ
が
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
撤
退
し
た
あ
 
 

と
の
戦
後
処
理
に
も
、
人
機
関
題
が
か
ら
ん
で
 
 

い
る
。
ア
メ
リ
カ
は
昨
年
で
、
す
で
に
十
億
「
 
 

ル
を
超
え
る
賛
金
を
依
っ
て
、
二
十
数
万
の
難
 
 

民
を
イ
／
ド
シ
ナ
か
ら
受
け
入
れ
た
。
こ
れ
が
 
 

ア
メ
リ
カ
に
人
種
間
題
を
引
き
起
こ
さ
ぬ
告
が
 
 

な
い
。
ま
た
筆
者
が
昨
年
し
ば
ら
く
滞
在
し
た
 
 

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
大
学
に
、
お
び
た
だ
し
い
数
 
 

の
イ
ラ
ン
人
学
生
が
い
た
。
回
せ
、
七
八
年
だ
 
 

け
で
も
、
イ
ラ
ン
は
三
万
六
千
人
の
学
生
を
ア
 
 

メ
リ
カ
に
送
り
込
ん
だ
の
で
あ
る
り
 
テ
ヘ
ラ
ン
 
 

の
ア
メ
リ
カ
大
使
館
員
人
質
事
件
以
後
、
更
に
 
 

き
び
し
い
人
種
的
緊
張
を
生
ん
で
い
る
の
は
い
 
 

う
ま
で
も
な
い
。
 
 
 

更
に
、
隣
国
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
不
法
入
国
者
 
 

の
問
題
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は
ア
ン
ド
キ
ュ
メ
 
 

ン
テ
ド
・
ピ
ー
プ
ル
、
つ
ま
り
「
入
国
者
類
を
 
 

持
た
ぬ
人
」
と
挽
曲
な
表
現
を
依
っ
て
は
い
る
 
 

が
、
不
法
入
国
者
に
は
変
り
は
な
く
、
そ
れ
だ
 
 

け
に
閥
題
は
深
刻
で
あ
る
。
 
 
 

現
在
ア
メ
リ
カ
に
は
、
三
百
万
人
か
ら
六
百
 
 

万
人
と
い
う
、
驚
愕
す
べ
き
不
法
入
国
者
が
在
 
 

住
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
存
在
は
、
単
に
そ
 
 

の
違
法
性
の
故
に
の
み
問
題
と
さ
れ
る
の
で
は
 
 

な
い
。
そ
の
安
い
労
働
力
が
、
黒
人
な
ど
の
労
 
 

働
力
と
競
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
問
題
 
 

を
引
き
起
し
て
い
る
。
 
 
 

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
で
は
捕
え
ら
れ
な
い
、
ア
 
 

メ
リ
カ
の
人
穐
問
題
で
あ
る
。
 
 

（
弘
酎
大
・
医
校
短
大
部
教
授
・
T
A
C
 
 

C
事
務
局
長
）
 
 

）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
）
 
…
事
務
局
だ
よ
り
｝
 
 

（
（
（
（
（
′
l
ヽ
（
（
′
l
ヽ
（
（
（
（
 
 
 

○
大
会
ま
た
は
例
会
で
研
究
発
表
会
〓
人
二
 
 

十
五
分
）
を
希
望
す
る
方
は
レ
ジ
ュ
メ
（
B
五
 
 

版
四
百
草
請
願
稿
用
紙
〓
枚
）
を
添
え
て
事
務
 
 

局
ま
で
申
し
込
ま
れ
た
い
。
迫
っ
て
事
粉
局
か
 
 

ら
連
絡
致
し
ま
す
。
 
 

○
金
員
名
簿
作
成
中
で
す
。
住
所
変
更
の
万
、
 
 

新
会
員
に
な
ら
れ
た
万
は
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
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